
先進地視察報告

鹿児島市教育委員会学校整備室

第１６回桜島地域における義務教育学校整備検討委員会

令和５年１２月６日（水）

本資料は視察研修についての報告になります。桜島地域における義務教育学校の
取組については、今後、調査・研究した上で、検討していくことになります。



公立学校で先進的にカリキュラム改革に取り組む

学校の視察を通して、
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視察のねらい



１日目 高知県香美市立

 高知県香美市立

２日目 高知県高知市立

 義務教育学校

３日目 広島県福山市立 ǛǵǞ Ⱨ

訪問先 11／20（月）～22日（水）



１日目 高知県香美市立  

２日目 高知県高知市立義務教育学校

３日目 広島県福山市立 ǛǵǞ Ⱨ

特色ある教育活動
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香美市立大宮小学校 ～概要・背景～

ǡ ǚ ǡžŷ

◆学校教育目標
自分らしく 自分で動く 大宮っ子

◆児童数 １５６人

◆教職員数 ２４人

・香美市全体で探求的な町づくり
→žŷǛ   ǡ ╔Ǜǡ Ʒ

・令和３年１月に初等教育プログラム（ＰＹＰ）の認定取得
・オーストラリアに姉妹校（小学校、ＩＢ認定校）
・もともと地域に根差した総合的な学習の時間が充実
・高知工科大学との連携、外国語教育が自然と強化



香美市立香北中学校 ～概要・背景～

ƇũǞƂƎƅ  žŷǚŮ ǡ Ǧȅ ǃ

◆学校教育目標
人間を大切にする
～信じる・思いやる・探求する～

◆生徒数 ７６人

◆教職員数 ２６人

・令和４年に中等教育プログラム（ＭＹＰ）の認定を取得。
・３年生では、すべての学びの集大成となるコミュニティ

プロジェクトに取り組む。
・ＩＢ保護者アンバサダーチーム主催による座談会の開催。

ＩＢ教育について、学校・家庭・地域が語り合う場が設定。
・遠距離通学者のための寄宿舎がある。



大宮小・香北中 小中一貫教育グランドデザイン

国際バカロレア教育で繋ぐ９年間の学び

【香美市小中一貫教育】

「一人で学び続ける力」＆
「共に学び続ける力」の育成
（１）教育目標の一貫性
（２）系統的な学習
（３）児童生徒理解の一貫性

香北中学校区の特色である

国際バカロレア教育を
生かした小中一貫教育の実現



大宮小学校 ～教科の枠を超えた６つのテーマ～

初等教育プログラム（ＰＹＰ）は、教科の枠を超え
た、次の６つのテーマを探究する。
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このテーマを６年間、繰り返して学ぶ。



大宮小学校 ～教科の枠を超えた探究のプログラム～

・各学年６つのテーマを探究（６年間で３６本のテーマ）
・概念的理解：理解を深化させるための重要なものの見方

（特徴、機能、原因、変化、関連、視点、責任）



大宮小学校 ～教室・廊下に掲示された学びのあとから～

上：低学年の教室前方の様子。１０の
学習者像を ǝǽǞ ƻ、絵に表
したものが掲示されていた。

左：教室後方の掲示。
特に重点的に扱う
テーマや学びのス
キル等が示され、
「おんけい」など
の ǊƷǛ Ȃǿ
Ǿ ǵǐǡǱǱ
ƹ¡写真からは、

体験活動の充実も
伺える。



大宮小学校 ～学校・家庭・地域で共有する～

上：図書室。学習者像が校内の至る
ところに掲示されていた。

右：保護者向けのお便り。学習者像
や学びのスキルなど、子供の学び
がּק Ǜǵ されていた。



香北中学校 ～教科学習～

香北中学校で取り組むＭＹＰ（中等教育プログラム）は、
ŭǗǡ ǡשּ ȅ しており、学習指導要領で示された
９つの教科との関係を次のように整理している。
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香北中学校 ～英語教育～
香北中学校の英語の学習（週４時間）は、 Ǟ♣ ǚ

行う。ただし、 ǡ ǡ Ƿ♣ ◖ ǞꞌǋǙ 
ȅ ǌǾǆǛƿƵǾ。英語の学習はŨǗǡɕɂɔに

応じた授業を受けることができ、 ɕɂɔǞǢŧǗǡȾȐº
ȣがある。フェーズが違うからといって教室が分かれたり、
担当の先生が変わったりするわけではない。
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※言語の枠や国境を越えて、言語運用能力を同一基準で測ることができる国際基準



香北中学校 ～学際的単元～
ǡ ƿ ǡ ǞǱǒƿǖǙƷǾשּ のことを、

といっている。学際的単元は、それぞれの教科で
学んだことを関連付けて考えることでより深い理解へと進む
ことを期待して行われている。

令和４年度に、香北中学校で実施した学際的単元は、次の
とおりである。

※年度によって、実施される教科や内容は異なる。
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香北中学校 ～ＩＢの探究型学習①～

ǚǢÔ ǌǾÕǆǛ（「なぜ？
どうして？どうやって？」と疑問をもち、
様々な視点から考えて深堀りすること）を
大切にしている。すべての学習において、
右のサイクルを意識しながら取り組むこと
で、サイクルを身に付け、卒業後も使える
「生きた学び」になると考えていく。

右のŦūǡ を授業
の中心において学習を進めて
いる。既習内容や他教科等、
社会問題などと結び付けて考
えたりすることができる。
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香北中学校 ～ＩＢの探究型学習②～
「先生や親に言われるから」「教科書に

載っているから」という学習の動機では、
成長はあまり期待できない。何のために学
習しているのか、適切に理解した上で学習
するために、右のÔșɖºȹɔǝ Õに
基づいた学習に取り組むことで、学習した
内容や学習する意味を、より自分事ととし
て捉えることができるようになる。

ŶƉƁȢȖɔは、あらゆる学習
の場面で活用される。香北中学校
では「主体的に学習に取り組む態
度」の評価にも取り入れている。
普段の行動やふるまいでも意識し
て、自分の成長につなげている。
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香北中学校 ～生徒と共有する～

英語（左上）、国語（中）、理科
（右上）、数学（左下）の４教科を
２～３分ずつ参観した。

どの授業も、探究テーマや概念、Ａ
ＴＬスキルが掲示されるなど、 Ǜ
ǡ が図られていた。



香北中学校 ～職員間で共有する～

「チーム会」の様子。体育の授業について、音楽
や美術の担当とともに、授業づくりについて話し
合っている。このような会が週２～３回、勤務時間
内に行われる。



高知市立土佐山学舎 ～概要・背景～

ふるさとに誇りをもつ人材の育成：土佐山学

◆学校教育目標
ふるさとに誇りをもち、
将来をたくましく豊かに
勇気をもって生き抜く
児童生徒の育成

◆児童生徒数 １４４人
（校区外通学者７４人）

◆教職員数３２人

・義務教育学校土佐山学舎開校１０年目
・生活科・総合的な学習の時間で展開される土佐山学

（２０２３年度博報賞・文部科学大臣賞受賞）



土佐山学舎 ～高知市土佐山～

 ŧŨ Ũ
教育 社学一体・小中一貫教育プロジェクト

 校舎の改築 特色ある教育



土佐山学舎 ～コンセプト・利点～

ü ǡȜɜȤɀȱ

・学校が、地域活性化の中核・後押しに！

・中山間地域の教育モデルとして！

・校区という概念を変える！あえて中山間に子供たちを！

・学びの流れ・教育課程の弾力的運用 魅力ある学校！

・利益の双方性！地域とともに！

Ô ǣǿǾ ¤ ǚ ǦǒƷÕ≥

ü ǚǡ ╗ ╔ǡ

〇 小規模校の強みを生かした教育を！

〇 先進的な教育モデルとなる学校を！

〇 大自然を学習の舞台に！

〇 地域ぐるみ・社学一体の教育風土を！



土佐山学舎 ～９年間の学びのストーリー土佐山学～

ᶘ Г˔Ы ᶘ βˢ ˣψ ϢϤ Ⱳḧ

͍

Ǟ Ǌǳ

ǡ Ǟ ǊǵƹÈ ǡ→¤ ¤  
→ǡ  Ô→ȅ ǬǒƷÕÉ

ŧŪ

͎ ǡ Ǟ ǖǙǲǻƹ
È  Ⱥɜ ǹǍÉ

ŧŨ

͏

ȅ Ǿ

ǡ ȅ Ǌǻƹ
È ǡ ǴǃǽÉ

Ŭť

͐ ǨǾǈǛǡ ȅ ǞǗǝǅǻƹ
È Ǣ ǞǀǿƷǝǡƾ  É

Ŭť

͑

ȅ ǗǴǾ

ǗǝǇƹ¨ ǡ È ǽ  ǞǊǒƷ 
ȋɕɔȗº ꞌ Ũť É

Ŭť

͒ ǅǻƹ¨ ǡ È ǡ Ǣ ƻǝƷ
ÈȜȢȱÉ  Ŧ ǡ╥ǀ ǊǞÉ

Ŭť

͓ ∏ Ǌǻƹ¨ ǡ
È ǡ ǡ   ǡ É

Ūť

͔

Ǟ ǌǾ

╓ ɀɖȡȐȘȱטּ
ÈǹǍȅ  ǹǍ ǽÉ

Ŭť

͕ ╓ ɀɖȡȐȘȱ
È ȅ ǌǾ ּק ¤ ╓ǵ╗ Ǟ É

Ŭť



土佐山学舎 ～土佐山学の実践（文科省実践集より抜粋）～

üǹǍ ǽǡ
土佐山地域の特産品であるゆずをアピールするために、地域に向けて

ゆず祭りの開催を提案。祭りの企画や運営はもちろん、ǹǍȅ ǖǒ
をしたり、企業からの支援をいただくために、ƷǂǗƾǡ Ǟ
ǀ  ǽǡ Ǟ ǌǾɀɕȥɜȅ Ʒ  ⱱȅ ǄǾことができ

た。さらに、 Ƿ Ǟ  ¤∟ Ǌ  ǡ
ǞǗƷǙ ȅǵǼƹことができた。平成３０年度に。高知市中心市街
地にあるÔǥȀǴ Õǚ Ǌ  であった。ゆず祭りは令和３
年度で４回目を迎える。

ü ȭȋº
土佐山地域への交流人口を増やすため、地域内を巡る観光ツアーを企

画・立案し、 Ǟ Ǟ ǛǊǙ╗ ǡ ǫ してもらった。
ǹǍǡ ƾǼ ╓ǡ ȅ Ǌǒ Ƿ Ʒ ǝǜ、土佐山学
を学んできた９年生だからこそ、土佐山色満載のツアーが完成！当日は、
ŧŨ ǡƽ ǈȆǞ土佐山をたっぷりと味わっていただき、 Ǣ
のツアーになった。令和３年度は、 ȅ ǞǊǒȭȋºを開催し、
♣ ȅ ǖǙǡ ╓ǡ∏ Ƿ ǡטּ を行った。



土佐山学舎 ～英語教育～

・グローバルな視野と豊かな表現力の育成
・わが国、わが郷土の文化や伝統を重んずる態度の育成
・キャリア教育を見据えた確かな英語力の育成

１年生からの継続的な指導で、英語
検定２級を目指している。令和４年度
は、２級を２人、準２級は９人が取得
している。

前期
英語に慣れ親しむ

中期
英語を聞く・話す

後期
英語で表現する



福山市立常石ともに学園～概要・背景～

ǡȍȑȳɀɒɜ ╔

◆学校教育目標 自立、共生、自己実現

◆児童数１４０人（学区外７割）
※特別支援学級設置

◆教職員数２３人

・令和２年度から１～３年の異学年集団による教育活動を
先行実施

・令和４年度４月からイエナプラン教育校に完全移行
・地元企業が新しい学校づくりへの協力を申し出

常石小学校の施設を活用して、イエナプラン校を創設



常石ともに学園 ～めざすところ～

üǴǉǌ ǡŨǗǡ

学ぶ面白さを実感し、自ら考え学ぶ子

持ち味を生かし合い、協働する子

自己を認識し、自分らしく成長する子

ü Ǟ ǄǈǎǒƷ
ŧŦ
ÆȢȖɔò Æ



常石ともに学園 ～２０の原則～

ǞǗƷǙÈǴǉǌ ǡ É
１ 世界にたった一人しかいない。（かけがえのない価値）
２ 自分らしく成長していく権利を持っている。
３ 自分らしく成長するために、他者、自然や文化、様々なものとの関係を大切にしなくてはならない。
４ その人にしかない人格を持った人間として受け入れられ、尊重されなければならない。
５ 文化の担い手、改革者として受け入れられ、尊重されなければならない。

ǞǗƷǙÈ ǡ É
６ それぞれの人がもっている、かけがえのない価値を尊重しあう社会をつくる。
７ それぞれの人のアイデンティティを伸ばす社会をつくる。
８ 人と人との違いやそれぞれの人の成長や変化を受け入れる社会をつくる。
９ 地球と世界を大事にし、よりよい社会をつくる。
１０ 自然や文化の恵みを、未来に生きる人たちのために、責任を持って使う社会をつくる。

ǞǗƷǙÈǐǡ Ǟ Ǆǒ É
１１ かかわっている全ての人にとって、独立かつ共同して作る組織。社会からの影響も受けると同時に、社会にも

影響を与える。
１２ 働く大人たちは、１から１０までの原則を子供たちの学びの出発点として仕事をする。
１３ 教えられる教育内容は、実際の暮らしの世界、知識や感情を通して得た経験の世界、社会が持っている文化の

恵みの中から引き出される。
１４ 教育活動は、教育学的によく考えられた道具や環境を用意して行う。
１５ 教育活動は、 ¤ Ǧ¤ È É¤ ǊǡũǗǡ ǝ を交互にリズミカルに行う。
１６ 子供たちがお互いに学び合い、助け合いができるように、 Ƿ ǡ┴ƹ ǒǔȅ ǲ Ȃǎǒșɔºɀ

をつくる。
１７ 一人でできる遊びや学習と、グループリーダーが指示・指導する学習を交互に行う。
１８ 学習の基本である、経験・発見・探究と、ワールドオリエンテーションが中心的な位置を占める。
１９ 子供の行動や成績の評価は、成長の過程を見るという観点を大切にし、子供自身と話し合いをする形で行う。
２０ 何かを変えたり、より良いものにしたりする活動を常に行うことが必要。

そのためには、実際にやる、それについてよく考えることを、いつも交互に繰り返す態度が大切。



常石ともに学園 ～特徴①異学年学級～

・１～３年生、４～６年生の３学年による異年齢集団
が基本単位

・１～３年生：低学年３クラス（担任６人）
４～６年生・高学年３クラス（担任４人）
特別支援学級４クラス（担任４人）

・学級編成は３年間持ち上がり（毎年１/ ３は入れ替わり）

・年長者が年少者を ǄǾ  ƻǾǆǛƿ Ǟ

・個性や発達の┴Ʒƿ Ǆ ǿǼǿǾように

・教科等の学習で、 ȅ ƻǒ Ǧの展開が可能に



常石ともに学園 ～特徴②４つの基本活動～
ȅ ǌǾ ǔȅ╔ǲ  ȅ ǡƵǾ Ǟ╔ǙǙƷǀǱǌ¡

ü ȞºȘɔ Ǣⱦ ǞǝǖǙ ƷǱǌ¡
ü Ǜ ǽǡ ǓǄǚǝǂ ╗ ǡ ǚ ǞꞌǋǙ ƷǱǌ¡

Ǧ

Ô ǦÕǐǡǵǡƿÔ ǦÕǚƵǽ  ƻǾ Ƿ ǌǾ ȅ ǄǙƷǀǱǌ¡
ü ╗ ǡ ╔ ǡ ǞÔ ǦÕȅ ǿǙƷǀǱǌ¡
ü ·ǝ ǚ  ǒǔƿǷǽǒƷǆǛȅ Ǟ ǊǙ ǩǆǛƿǚǀ
Ǿ ǘǂǽȅ ƷǱǌ¡

ȿɖȬȘ
ȋɘº
È
ǡ É

ƿ ȅ Ǚ  ǚ Ǧ ǄǾ ȅ ǄǙƷǀǱǌ¡
ü ǡ ǞꞌǋǙ ȅ ǴǱǌ¡
ü Ƿ ǞǻǾ   ǡ ȅ ƻǒ ǡ ƷǞ
ǗƷǙ ƻǾǆǛǝǜȅ  ǲ ȂǎǙ ƷǱǌ¡

ɘºɔȲ
ȓɓȑɜ
ȯºȠɐɜ
È יִשּ  
  Ǟ ǌǾ
 Ǧǡ É

ǀǒ ǡ ƾǼ Ʒȅ Ǌ  Ǌ ǄǾ ȅ ǄǙƷǀ
Ǳǌ¡
ü ǡשּ ȅ ǄǙ ǊǙƷǀǱǌ¡
ü Ǜ ƷǛ ǀ Ʒ │ ǚ Ǟ ǊǙƷǂǆ
Ǜǚ  ¤שּ ǡ ȅ ƻǙ ȆǚƷǀǱǌ¡

Ǌ

ǒǔƿ ǦǷ Ǌǲǝǜȅ╗ Ǟ ǔ ƷǱǌ¡
ü ◖ Ƿ ǝǜǡ ǓǄǚǝǂ  ǡƽ ƷȅǊǒǽ ǐ
ǡ ǡ Ǧȅ ǝɀɕȥɜȯºȠɐɜǷⱳ ǞǊǙ ǊǒǽǊǱǌ¡
ü ǡ Ƿ   ╓ǡ ·Ǜ ǊǒǽǌǾǆǛǵ ƷǱǌ¡



常石ともに学園 ～学びの様子①低学年：道徳～

ǒǔǢƵǔǆǔǚ  ǷǖǙƷǾǆǛǵ ·

・１０人ぐらいの児童が車座になって語り合っていた。ベンチ
の上で友達と向かい合って座る子供、床に座り込む子供、１人
で教科書を読む子供、３人で一冊の教科書を読む子供、先生の
膝の上から離れない子供など様々。ホワイトボードの前で積極
的に対話している子供たちもいれば、離れたところから発言せ
ずに眺めている子供や、近くの友達と話している子供など、
様々であった。

・車座の外では、それぞれ一人ずつタブレットを使って活動す
る子供が見られた。同じく車座から離れたところで、ペアで話
し合いながら活動している姿も見られた。

・教師の問いかけに対する子供の反応も様々。

・教師は、車座やペアなど、子供たちのいるところを行き来し
ながら、見守り・声かけをしていた。



╗ ǚǢǝƷ ╗ ╗ ǡ ǒǔǞꞌǋǒ Ǧ

・ 算数「単位量あたりの大きさ」について学習していた。

・ 机がグループの並びになっている。黒板はなく、ベンチや
小さめのホワイトボードがいくつかあった。

・ ホワイトボードの前にベンチを並べ、教師と子供６人が考
えている。３人の子供は熱心に先生の話を聞いているが、他
の３人は友達と話したり、何かの資料を見たりしている。

・ タブレットを開き、一人で学ぶ子供も多く見られた。

・ ベンチに子供同士くっついて、語り合っている様子も見ら
れた。

・ 高学年も、 ǡ Ǚǒ Ƿ ǞⱲǖǙ  ǀǝ
ǚ ǡɃºȢǚ Ǟ ǽ ǳ姿が見られた。

常石ともに学園 ～学びの様子②高学年：算数～



常石ともに学園 ～学びの環境 ～

左： Ǣɓȼɜșɔºɉ。授業中も好きな場所で過ごす。
どの教室もベンチがあり、いつでもみんなで語り合える。

中： ǚזּ ǩ ƿ ǵ ǡ ǼǿǾように、教室と廊
下を仕切る扉、窓、壁など大部分は透明で、見通しがよい。

右：催し、読書、語り合いなど、多様な学びができるオープン
スペース。今回の説明、質疑応答もこの会場で行われた。

ǝ ǦǞ Ǟ ꞌǚǀǾ ȅ ǊǙƷǾ¡



常石ともに学園 ～学校図書館の充実～
学校図書館のリニューアルについては、プロ（児童文学評

論家）に依頼し、広島県全体で、計画的に取り組んでいる。

白が基調のインテリアは明るく、
すっきりと整えられた書架に、子供
たちが興味をもちそうな本が、書店
のように表紙が見えるように置かれ
ている。寝ころべるカーペットや、
くつろげるソファー（人形も！）も
あり、ɓɒȬȘȢǚǀǾスペースに
なっていた。



福山市立常石ともに学園 ～その他～

・ ǚ  ǢŬ （保護者が送迎）。
※ 学区内で通学できない児童もいる。学区内には想青学園

（義務教育学校）がある。

・ ǡ Ǣ  Ǣ ǚשּ ȅ しているが、
低学年クラスは、１年生に配慮するようにしている。

・ Ǳǖǒ Ǣǝǂ  ƿ ǚ ȅ ǙǾ¡
具体的には、まずワールドオリエンテーション（教科横断

的な探究の学び）について考える。生活や総合的な学習の時
間と考えてよいが、理科などの内容も入ってくることが多い。
ただし、当然、各教科の学習内容をすべて落とし込むことは
できないので、ブロックアワーの学習計画を立てる。子供自
身が一週間または翌日分、自分で教科の計画を立てる（高学
年は基本一週間分の計画を立てるが、子供によっては１日単
位になることもある。低学年は翌日分の計画を立てる）。



まとめ、主な参考文献

◆ 探求の学びの充実
◆ 教科横断的な取組
◆ 総合的な視点をもつ
◆ 地域と共有、協働
◆ 子供たちが主体性を発揮
◆ 委ねる、待つ、ファシリテートする教師の姿勢

・宮田純也編著『スクールシフト』明治図書、２０２３年
・安西祐一郎『教育の未来』中央公論新社、２０２２年
・安宅和人『シン・二ホン』ニューズピックス、２０２１年
・山口裕也『教育は変えられる』講談社、２０２１年
・野本響子『子どもが教育を選ぶ時代へ』集英社、２０２２年
・石井英真編著『流行に踊る日本の教育』東洋館、２０２１年
・中島さち子『知識０からのＳＴＥＡＭ教育』幻冬舎、２０２２年
・上阪徹『子どもが面白がる学校を創る』日経ＢＰ、２０２２



国際バカロレア教育（ＩＢ教育）資料１ー①

ü ȹȔɖɕȋ ╔ƿ Ǳǿǒ Ǣ§
外交官や駐在員などの子女がインターナショナルスクール卒業後、様々な国の大学に円

滑に入学できるよう、世界共通の大学入学資格及び成績証明書を与えることを目指した。

ü ȹȔɖɕȋÈInternational BaccalaureateÉǛǢ§
ＩＢとも呼ばれる。非営利団体、国際バカロレア機構（本部：ジュネーブ）が提供する

国際的な教育プログラム。現在、世界の約１６０の国・地域の５６００校以上で実施（令
和５年３月時点）されている。以下のũǗǡɀɖșɒɉがある。
・ＰＹＰ（プライマリー・イヤーズ・プログラム）、対象：３～１２歳
・ＭＹＰ（ミドル・イヤーズ・プログラム）、対象：１１～１６歳
・ＤＰ（ディプロマ・プログラム）、対象：１６～１９歳
・ＩＢＣＣ（キャリア・プログラム）、対象：１６～１９歳

üǝǏ    ȹȔɖɕȋ ╔ǝǡƾ§
現在の学習指導要領等では、予測困難な時代においても、自ら課題を見つけ、自ら学び、

自ら考え、判断して行動する「生きる力」を育むことが目標とされている。
また、「次期教育振興基本計画について（答申）」（令和５年３月８日中央教育審議

会）において、グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成が、
今後の教育政策の基本方針の1つとなっている。

このような状況において、文部科学省は、ＩＢの要素を取り入れることが、学習指導要
領に示される主体的・対話的で深い学びの実現のための授業実践の参考になることや、Ｉ
Ｂによって育てられる人材が、グローバルな視野をもち、将来的に地域の活性化に貢献す
ることが期待されるため、文部科学省はＩＢの普及促進に力を入れている。

※ＤＰは、国際的に通用
する大学入学資格が取得
可能。ＩＢＣＣは、主に
就職や専門学校進学を目
指す生徒のための、社会
に出て役立つスキルを習
得させる。



 国際バカロレア教育（ＩＢ教育）の特徴資料１ー②

üžŷǡ Ǣ§
多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、

より良い、より平和な世界を築くことに貢
献する、探究心、知識、思いやりに富んだ
若者の育成を目的としている。特に、高く
評価されているのが ╔。学力を重視
するだけでなく、知識と教養に加え、人間
力を育むことも求められている。

üžŷǡ ǡ Ǜ ǡ ǛǢ§
ＩＢプログラムを支える ǡ Ǣ  ǡ

ūǗである。

学習の方法は、 Ǧ ȅ ǩǆǛƿ
ǡ ╔ǡ であるという信念に基づいている。

相互に関連する ǩǒǴǡȢȖɔǢ ǡŪǗ。

üžŷǡȔɓȖɎɒɉǛǢ§
４つのＩＢプログラムは、幅広く、バラ

ンスのとれた、概念的で、関連性の高い、
きめ細やかかつ発達段階に適したカリキュ
ラム、またはその枠組みを提供している。

またそれぞれにおいて、最終プロジェク
ト（ＰＹＰでは発表会、ＭＹＰではコミュ
ニティープロジェクトなど）を完了させる
必要があり、児童生徒が自身の知識、理解、
スキルを披露する機会となる。

さらに、様々な形の評価がカリキュラム
と一体となり、継続的に実施されており、
ＩＢ認定校では、児童生徒の学習を評価す
るために多様な方法とツールが用いられる。

ü ȹȔɖɕȋǡŦťǡ ǛǢ§
ＩＢでは、 ǝ ȅǵǗ人間の育成を

目指して、１０の学習者像を示している。

■探究する人 ■知識のある人 ■考える人
■コミュニケーションができる人 ■信念を持つ人
■心を開く人 ■思いやりのある人 ■挑戦する人
■バランスのとれた人 ■振り返りができる人

■探究を基盤とした指導 ■概念理解に重点を置い
た指導 ■地域的な文脈とグローバルな文脈におい
て展開される指導 ■効果的なチームワークと協働
を重視する指導 ■学習への障壁を取り除くデザイ
ン ■評価を取り入れた指導

■思考スキル ■コミュニケーションスキル ■リ
サーチスキル ■自己管理スキル ■社会的スキル



イエナプラン教育資料２

üȍȑȳɀɒɜ ╔ǡ Ǧǡ Ǣ§

¹│ ǚǡșɔºɀ
・１年生から３年生、４年生から６年生の

３学年による異年齢集団を基本単位とし
て教育活動を行う。

・年長者が年少者を助けたり、教えたりと
いうことが、より日常的に行われるよう
になる。

・個性や発達の程度の違いが当たり前のよ
うに受け入れられるようになる。

・教科等の学習では、学年を超えた学びの
展開が可能となる。

¹ũǗǡ Ǟ ǘƷǒ
・４つの基本活動（対話・遊び・仕事・催

し）をもとに教育活動を行う。
・機械的に時間を区切るのではなく、子供

の状況に応じて、活動の時間を延ばした
り縮めたりしながら行う。

・リズミカルに活動が循環できるように、
学校の日課を設定していく。

üȍȑȳɀɒɜ ╔ƿ Ǳǿǒ Ǣ§
２０世紀初頭にドイツの教育学者、ペーター

ペーターセンが創始し１９６０年代頃からオラ
ンダで広がった。現在、オランダでは、イエナ
プラン教育を展開する小学校が２００校（全体
の約３％）以上あるといわれている。オランダ
で拡大したイエナプラン教育が日本でも紹介さ
れ、２０００年代後半から、日本でもイエナプ
ラン教育の注目が高まっていった。

üȍȑȳɀɒɜ ╔ǛǢ§
イエナプラン教育とは、子供たちを異年齢の

グループに分けてクラスを編成し、子供たち一
人一人を尊重しながら自律と共生を学ぶオープ
ンモデルの教育。独自の教育コンセプト「２０
の原則」に基づいて、個のニーズに合わせて最
適化していく。

üǝǏ   ȍȑȳɀɒɜ ╔ǝǡƾ§
最近では、令和の日本型学校教育の姿として、
指導の個別化、学習の個性化を求める動きの中
で、イエナプラン教育が注目を集めている。
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